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昭和43年3月 に福井大学 ・文部技官 として、工学部機械工学科第 三講座 熱 工学研究室に入職 しま
した。当時の42年 前 を振 り返 ると、熱工学実験室 は現在 の総合研 究棟II辺りにあ り木造モル タル 平
屋 の実験室で した。その年 の3月 の暖房 は、コークス ・ダルマ ス トー ブで用務員 さんが毎朝種火 を運
んできた コー クスの臭い を温 かい思い出 として懐 か しく思 い出 します。実験室は、板床 の教官室 ・測
定室 ・暗室 とコンク リー ト床 の実験室があ り、実験室には舶用デ ィーゼル機 関4台 、蒸気ボイラー、
ガスター ビンな ど所狭 し設置 されていま した。また、実験室の壁 には、昭和23年7月 の福井大水害(九
頭竜川決壊)による洪水痕跡(胸 の高 さ約12m)も 残っていま した。4月 には、新 しく着任 した先生
と同室 し1機 械工学実験や 卒研 な ど教育 ・研究の技術 支援 の業務 が始 ま りま した。 その年12月 に新
しく現在の熱工学実験室 が竣 工 し、翌年3月 に実験室 と実験装置の移転 ・引越で大変忙 しかったこと
が思い出 されます。
当時、私が担 当 した機械工学実験 は、機械 工学実験第一(冷 凍サイ クル の実験、デ ィーゼルエ ンジ
ンの性能試験)、機械工学実験第二(内 燃機 関の指圧線図の解析、蒸気 ボイ ラーの性能試験)と 大学院
(修士)特別実験(ガスター ビンの性能試験)で、現在 と比べ沢 山の実験テーマが あ りま した。そのため、
前任者 と教授の先生か らの指導で、実験 の指導方法や実験装置や計測..の 取扱 ・操作等の技術習得
に励んだ ことを思い出 します。 それ から、1991年の熱 工学 ・燃焼研究室の教員 転出まで約23年 問熱
工学実験室に、その後退職 まで19年 間、機械 工学科 の機械 力学 ・振動研究室 にお世話にな りま した。
最後の3年 間は、工学部技術部 の運営等 でお世話にな りま した。 これまで所属 ・派遣先 の教員 の方 々
には、技官 ・技術職員の立場 に深 いご理解 と配慮 の もと熱心 にご指導 ・ご鞭捷をいただき、新 しい共
同研 究や技術 開発 業務に楽 しく参画す ることができた ことに感謝 申し上 げます。また、研究室学生 と
の研 究やゼ ミに参加す る機 会に恵 まれた ことは、私の貴重 な経験 と財産 となったことにお礼申 し上げ
ます。
技術部を担 当 した2年 間、技術部各位 のご協力 とご支援 によ り、技術部の見直 しとして技術部の 「在
り方」や 「組織業務」の検討 を重ね、「組織業務の在 り方 と具体的活動 の推進 にっいて」のまとめ報告
する ことが出来ま した。新年度 より、技術部はこれまでの3室6班 と組 織を横断する業務グルー プに
よる業務形態へ と、一部 その一歩 を踏 み出す ことにな ります。技術部 ・技術職員は、工学部 ・大学院
工学研究科 の教育 ・研 究支援業務 に必要不可欠 のものですが、そのため 日頃よ り技術部 ・技術職員が
その技術部業務 を 自らが 自律 して組織 的に協力 して技術業務 を担 い、技術 に誇 りと自信 を持 ちスキル
ア ップを図ることが、技術部の一層 の理解 と評価 に繋 がるもの と思います。 この聞、技術部各位 のこ
尽力 によ り、年1回 の技術部研修会の開催 と平成21年 度東海 ・北陸地区国立大学等技術職員合同研
修(電気 ・電子 コー ス)当番校 の突然 の要請 を担当す ることが出来ま した。 また、技術部長、技術部各
位及び関係各位 の尽力 によ り新採用技術職員1名 と専門員1名 が実現 した ことは、今後の技術部の発
展に寄与す ることを期待 します。
永い間、福井大学、工学部技術部及び機械 工学科で多 くの方々 に出会い、温 か く見守 って くだ さっ
たこと、お世話 にな りご鞭捷 を賜った こ とに、心か らお礼 と感 謝 を申し上 げます。誠 に有難 うござい
ま した。今後 の皆様方の ご活躍 とご発展 を心よ りご祈念 申し上げます。
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